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関東支部設立総会の 開催報告

地 盤工 学会関東支部

　関東 支MS設 　け 平成 15年 9月の 理 事会 で タ走され，

そ の 後の 設 立準備活動を経て ，平戊 ］6年 5 月 28 ト「に 閏

申攴部 乏立 総 会力地 盤工 学 会 JGS 会 飴 大 会議室 で 同催

され た、、

　 まず ，
冖
関東攴部 せ 立 を 検

二
寸す る 委 昌 会」 お よ び 「関

東支部設　僻 備委員会 1り 委 員長 國 1．剛 治 中 人大学教授

力 っ 1関東支 1｛
一
殳　の 経緯 と朋彳も」 戸報仙 された。こ の

よ 丿
・で ，「関東支部設　 に 関 す る議論 は過去に もた び た

ぴ あ っ た 力　新規姓 11殳長 島佰 小 の 中，tCI　fl工 学 へ の 社 会

的 ニ
ー

ノ の 亅刺見 防 災 ・
維Hkrlik分野 へ 重 点 の 移行 ＼ 長

術 名の 賁 格制度べ 継＄
一
教育制 L の 本格近 用同 始 な ど，学

会 活 動 に も きの 細 丿
、い サ

ーL ス ）妄 kされ る時代 とな り，

闘 薫 支
t．1の 設 ・励 決走 さ れ た、、地 域 や会員に 根 ざ し t一活

動 を 通 じ，会員数 40％ を 占 ぜ）・n 関東 芝部 に か 丿
．
る 会員

数の 1戊少 や恥 別 会 員比 率 の 低 迷 ．〔と の 問 題 さ解 泊 し．て も

レ い た い 」 旨の 兇明 と要 望 小 あ った。

　結 ・て ，鹿島建
二
殳の 1珂部　裕氏 を議長 に迂 任 し，第 1

号議 曩 ： 支淵規f 案，竿 2 ．尸 議案 ： 平 成 16年 度 斗 ＃ 十

画未 ・i 算案，第 3号 議束 ： 平 成 16i 度役 員 名蓐案の

呑 々 に 対 L 説明
・
質疑応答 を 行 い ，3 議 最〃 共 に 承 、「心 さ

れ た 、

　初 代 芝都長 に は．ノL 地 盤 工 学会長 ゲ よ」 元1コ
ー
「際地 盤 1

学 厶 長 を 贅め   れ た巾 メ大学石 馴 げトrrll教授か 選仔 され た 。

石 1自 新 え 部 長，ハ ら 「N’1年名誉会負 、こな り，OB と して ゆ

っ く り しよ う と唄 っ て い た 欠 先に 攴都 長 の 話 ハ きた。会

尸 数 の ノ プ7 を 書 く と，Lt’も右 肩
．
トカ りに な って い る

状況 力 覗
・て い る が ，関東支剖 占 を＿員数改、の 起爆

剤 とす るた め 　「美1係 各位 に 協 力 をい た だ き積 極 的 」 支 部

活動 を展聞 し， 木M £
’
含め 学会全体 に ； 献 して い きた

い 」 と挨拶が あ っ た。続い て ，木部の 太田 新会長 戸

初代関隶攴剳没員へ の わ 祝い ）言莫 と，きめ 細か な 活動

の 実 施 や 官 1丿 の 方を 巻 き込 ん だ 叔 f11の 信 頼 世 や 品 貢の 保

証 に 関す る 本音で の 議論を 期 待 よる 旨の 祝辞オニい た た い

た。そ の 後，功労章 と斗寸 別 会員の 永年表彰 σ）授 ケ式 を 仔

い ，盛会 の うち に 支 部 設 立 総 会 を終 了 した。

　関 東支部は 地 盤 一1 イ 会 JGS 会 館内 に事 務 リ「を i　 ／
−？ ，

また t ［；役 員に は ttlv芝部封 以下 ，産官学 K 地 域 の バ ラ

ン ス に も配 慮 し，か 　関 束 地 1メ の 地 盤 に 関 係 す る 代ヂ 的

な 組 織 の 方 や 学会活 動 に 熱 心 で 経 験豊 か な方 に お願 い し

て い る。辺 爿 盾 動 は ，特 別 会 員や 学 1会 員を 含 ム）た 会 員

に 対 す る ｝）Vl　t．、会 ・ll
学会等の 行亨

・サ ー1 ス の 个 山
・F

’

施 を 行 う「全 員サ ーL ス グ ル ープ 」，各県単 1　 ）講演会
・

　 　 　 　 　 　 写 真 　 1　 祠 ；｝関 東 吏部
一E 挨 拶

兒学会与 の 行事の 丈 施ヘ ィ」収 や 地 元子 協 会 との 連 押強 化

を担 当 す るび 坂 　栃 木 　群 馬 ・山梨 ・千 葉
・
埼玉

・
神二、

胴の 1地 域 盾 動 グ ル
ープ ，関東打有の 地盤

．
Lr の 問駈

ゴ 扱 う研究委 員歪の 企 画
・
実施V−’行 う

一
研究委 貝 会 グ

ル
ー一プ」，地 盤一L学 的 誹 赳 を 有 す る 事 夫 実 施 機 関 との 叔

術 交 流 会 樹 固別 課適 ，こ 対 す る ワ ・一ク シ ョ ッ プの 聞催 等 を

通 じて 五官学 の 技循交 1彳を 凶 る 「プ ロ ジ ：
．ク ト対応 ノ

レ
ー．一プ」，特色の 有る 内芹の 支剖発表 会 の 企画 ・ヂ 施 む

担当 す る 「焔 「朔 レ（発 表 k一グ ．，L’一
プ 」，総会

・
役員幺 刈

応 ’ 活 動 予　「i 「 Jl　 広 rk活動嵩 を担 当す る 「个画 総務 グ

ル
ープ．」の 6 ズル

ー．プ に 分 か れ て 央 弛 す
．
る。こ う した 活

動 を通 じて ，地 盤⊥ 学 会 の 仗割 を 1昭
亠

い 益 層σ）方 々 に 理

解い た だ き，学会活動　 − x．る 会員の 拡充 に つ な け Cい

きた い 。

　 ヒ都岐＿総会 ）資料 を 始め J・す る関 束支部 に関す る
．lis

撫 ，本 部の ホ
ー

ム ペ ー
ノ に 仞没 す る 「関 東 辺 部 ホ・一

ム

ペ ・．
ジ 」 に 速 や か に 掲 載 弓

．
る 予定 で あ る。会員各位 ＼ 本

’。ll・各支部関係者 の
一・

層の L 　 UE 　ご指導 を お 願い L た

い 。

申込 み ・問 合せ 先 ：
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